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研究トピックス

これまで研究所で構築してきた
様々な農業環境情報データベース
由来のデータを一元化し、使いや
すい形で提供するシステム「農業
環境情報データセンター（gams
DB;Ghg Agro-stat MeteoCrop 
Soil-information Data Base）」
を開発・公開しました（図1）。

■gamsDBの特徴
gamsDBはデータのダウンロードに特化した
Webシステムです。インターネット環境さえあれ
ば誰でも自由に利用することができます。gamsDB
には、データの利用性を高めるための様々な工夫
が組み込まれています。以下にその工夫を簡単に
紹介します。

・複数のデータベース由来のデータを取得できる
gamsDBからは、農業気象（MeteoCropDB、
気象メッシュデータベース）、温室効果ガス、農耕
地土壌（土壌閲覧システム）、農業統計（農業統計
メッシュデータ閲覧システム）といった複数の既
存データベース由来のデータがダウンロードでき
ます。つまり、gamsDBの利用者は、それぞれの
データベースにアクセスすることなく複数のデー
タベース由来のデータを取得できます。gamsDB
のトップページには、もとのデータベースの概要

説明とリンクが用意されていますので、データの
内容を細かく知りたい時は、それぞれのデータベ
ースに移動して確認できます（図2）。

・地図からデータの場所を検索できる
農業に関する環境情報のデータベースを利用す
る際に、位置情報は極めて重要な意味を持ちます。
例えば、この地域の米の収量はどれくらいなのか、
この場所の年間降雨量はどれくらいなのか知りた
いときは、知りたい場所の情報、つまり位置情報
が必要になります。gamsDBは、Googleマップを
利用して地図から場所を選択し、その場所の農業
環境情報を取得できます（図3）。地図は段階的に
ズームできるので、場所を検索するのにも適して
います（図3）。

・すべてのデータは無償で、利用登録
も不要
gamsDBに格納されたデータは、大
部分が既に公開されていたものです。
ただし、公開といっても、全て自由に
ダウンロードができたわけではありま
せん。例えばデータを入手するために、
申請書類の提出や担当研究者への連絡
が必要な場合がありました。gamsDB
からは、格納したすべてのデータを無
償で、特別な手続きをすることもなく
取得できます。もちろんデータ利用に
関する規定はありますが、これまでに
比べ、利用者にかかる負担は大幅に軽
減されました。これにより、格納され
た各種のデータがより広く利用される
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図2　gamsDBの構造
データのダウンロードはgamsDBで行い、閲
覧や簡単な解析は各データベースで行います。

図1　gamsDBから取得することができるデータ
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ことが期待できます。

■gamsDB開発の背景
gamsDBには、基本的に新規で作
成したデータは格納されていませ
ん。gamsDB開発における最大の目
的は、既存データの利用性を高める
ことにあります。以下にその工夫を
簡単に紹介します。

・情報の膨大化に伴うデータベース
の必要性
近年、IT技術が目覚ましい発展
を遂げ、様々な場面においてIT技
術から恩恵を受けるようになりまし
た。もちろん研究の現場も例外では
ありません。我々研究者も、IT技
術を活用することで、かつてないほ
どの膨大な情報を研究に利用するこ
とが可能になりました。しかし、扱
う情報が膨大になるにしたがい、膨
大な情報を体系的に整理し、利用性
が高い形に再整備する必要が出てきました。

・様々な環境情報データベース
研究所では、これまで多くの環境情報データベ
ースを構築し、公開してきました。その内容は多
岐にわたり、気象情報、農作物の収量情報、土壌
情報、微生物情報、昆虫情報など、例を挙げれば
きりがありません。それぞれのデータベースはそ
れぞれの分野における研究推進に大きく貢献し、
得られた多くの研究成果は、農業や環境保全の現
場において役立っています。

・データベース利用の幅を広げる
データベースは単独でも非常に有用ですが、複
数のデータベースを横断的に利用することで、さ
らに大きな力を発揮することができます。これを
実現するための第一弾として開発されたのが
gamsDBです。gamsDBにより、複数のデータベ
ース由来のデータを同一システムから取得するこ
とが可能になりました。さらにデータの形式も基
本的に揃っているため、gamsDBから取得したデ
ータは、異なったデータを同じ用途で利用するの
に非常に適しています。由来の異なるデータを利
用性が高い状態で提供することによってデータベ
ースの横断利用が進み、単独のデータベースから

では得られなかった新しい知見が様々な分野にお
いて得られることが期待できます。

■データベース構築の意義
近年、農業関連の分野においても様々な情報が
データベース化されています。データベースに収
められたそれぞれのデータは、多くの農業者や技
術者、研究者の努力や経験から得られたものです。
当たり前のことですが、データベースの構築にお
いてもっとも重要なのは、格納されるデータです。
価値あるデータがあってはじめて、価値のあるデ
ータベースが構築できます。けれども、せっかく
価値があるデータがあっても、利用しやすく整備
して、公開しなければ、データは真価を発揮する
ことができません。私たちの研究グループは、こ
れからも価値があるデータを作成し、それにふさ
わしいデータベースを構築することで、様々な農
業環境問題の解決に貢献していきたいと思います。

 （農業環境インベントリーセンター　大澤剛士）
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図3　メッシュデータ取得の例
100kmメッシュ、10kmメッシュと段階的にズーム
アップしていき、最終的にデータが欲しい場所の1km
メッシュを選択します。
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